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ガイドラインの⽬的と対象
• ⽬的

MTならびにAI技 術全般に対する不理解や過度の期待、また翻
訳・通訳という営 為に対する理解不⾜に起因する事故や誤解も
横⾏し、社会的問 題も頻繁に起きていることに鑑み、健全かつ
正しいMT (および翻訳・通訳)の利⽤を推進する



メイン・メッセージ
• 「精度がすごい!」「TOEIC900点並」といわれても
MTは絶対間違える、いつどこで間違えるかも分からない

•機械翻訳の出力は品質の担保はされていない
• MTの出力をそのまま使うことはお勧めできない
•人手による精査・確認が必要である
•現在のMTはそんなもの
• MTを過信し、また責任を押し付けてはいけない
•健全かつ正しいMTの利用を促進する





Issues

Source： Association for the betterment of Public English in Japan （⽇本の英語を考える会）



浦安市多⾔語表記検証報告書







p. 9
• 4-2 市ホームページ
• 市ホームページの多⾔語化に関する他市との⽐較と、既存の機

械翻訳の検証を⾏った結果、浦安市 の課題は以下のとおりと考
える。
• 1 「名詞登録機能※」等を活⽤していない。
• 2 機械翻訳をチェックする体制がない。
• 3 機械翻訳とは別に、⼈⼒翻訳した個別ページを作成する体制

がない。





ATA, JTFほか、2011





ガイドライン構成
• 翻訳の原理（ある程度権威ある既存の共通基準・枠組みを参照）
• パラメータ（事例・使い⽅のコツ）
• ガイドライン（サマリ（ガイドラインのガイドライン））



原理（細則との対応）

(a)品質評価指標
① 翻訳品質ガイドライ

ン
② ISO品質評価指標

（ISO CD 5060）
③ MT+PE品質指標

（LPE or Full PE）

(c) 専⾨分野
テクストタイプ

①ISO分野区分

(b) プロセス国際標準
① ISO17100/18587
② その他のプロセス策定

(d) 権利と倫理（柿沼）
① 著作権
② 責任
③ 倫理・⼈権

(e) ⼈的要素
翻訳コンピテンス
① EMT 2017
② PACTE

(f) 技術要素
MTの仕組み

① NMT、AI
② カスタムMT

MTユーザガイドライン（のガイドライン）
ガイドラインの内容
・導⼊と概要：⽬的の説明、概要、構成要素（細則）の概観、⽤語の定義と整理
a. 品質： 品質ガイドライン
b. プロセス：MTで失敗しないための翻訳プロセス→ISO17100とISO18587を参照した説明
c. 専⾨分野：分野による品質と最適化）
d. 権利と倫理：著作権、責任、倫理・⼈権
e. ⼈的要素：翻訳コンピテンス
f. 技術要素：MTの仕組みの話。
・ユースケース：具体例

ユースケース（パラメータ、使い⽅のコツ）
• 情報の収集（Assimilation）と情報の発信 (dissemination)
• 語学⼒（原⽂と訳⽂、⽅向性、組合せ）
• TPO 誰に発信する、いつ使う、どこで使う
• モーダル（書き⾔葉、話し⾔葉、）
• QCD

• MTをそのまま使う
• ⾔葉を加⼯して使う（プリ・ポストエディット、制限⾔語）
• カスタムMT
• ツールとの併⽤、⾃動化



原理（細則との対応）

(a)品質評価指標
① 翻訳品質ガイドライ

ン
② ISO品質評価指標

（ISO CD 5060）
③ MT+PE品質指標

（LPE or Full PE）

(c) 専⾨分野
テクストタイプ

①ISO分野区分

(b) プロセス国際標準
① ISO17100/18587
② その他のプロセス策定

(d) 権利と倫理（柿沼）
① 著作権
② 責任
③ 倫理・⼈権

(e) ⼈的要素
翻訳コンピテンス
① EMT 2017
② PACTE

(f) 技術要素
MTの仕組み

① NMT、AI
② カスタムMT

MTユーザガイドライン（のガイドライン）
ガイドラインの内容
・導⼊と概要：⽬的の説明、概要、構成要素（細則）の概観、⽤語の定義と整理
a. 品質： 品質ガイドライン
b. プロセス：MTで失敗しないための翻訳プロセス→ISO17100とISO18587を参照した説明
c. 専⾨分野：分野による品質と最適化）
d. 権利と倫理：著作権、責任、倫理・⼈権
e. ⼈的要素：翻訳コンピテンス
f. 技術要素：MTの仕組みの話。
・ユースケース：具体例

ユースケース（パラメータ、使い⽅のコツ）
• 情報の収集（Assimilation）と情報の発信 (dissemination)
• 語学⼒（原⽂と訳⽂、⽅向性、組合せ）
• TPO 誰に発信する、いつ使う、どこで使う
• モーダル（書き⾔葉、話し⾔葉、）
• QCD

• MTをそのまま使う
• ⾔葉を加⼯して使う（プリ・ポストエディット、制限⾔語）
• カスタムMT
• ツールとの併⽤、⾃動化



a. 品質



JTF品質評価ガイドライン
• A. 正確さ(Accuracy) 

• 原⽂の情報や意味が訳⽂に過不⾜なく盛り込まれているかの
程度。対訳での確認が必要と

• B. 流暢さ(Fluency)
• あるテキストが形式として整っているかの程度。主観的な読
みやすさというより、⽂法な ど形式⾯に注⽬する(well-
formedness)。訳⽂のみならず原⽂の評価にも使える。

• C. ⽤語(Terminology)
• ⾔葉づかい⼀般ではなく、ある分野内、企業内、または製品
内で⽤いられる専⾨⽤語に関する問題。産業翻訳では、⽤語
を的確かつ⼀貫して使うことが求められることが多い。

• D. スタイル(Style) 
• 表記のスタイルに関する問題。産業翻訳では、複数⼈が関与
したり既存訳と整合を図ったりすることが多いため、スタイ
ルの統⼀は重要となる。





a. 品質
• MTの品質（MTにできること、できないこと）を翻訳品質標準

を参照して説明する
• MTの品質（例）
• 正確性 ：△
• 流暢性 ：○
• ⽤語 ：☓
• スタイル：△



原理（細則との対応）

(a)品質評価指標
① 翻訳品質ガイドライ

ン
② ISO品質評価指標

（ISO CD 5060）
③ MT+PE品質指標

（LPE or Full PE）

(c) 専⾨分野
テクストタイプ

①ISO分野区分

(b) プロセス国際標準
① ISO17100/18587
② その他のプロセス策定

(d) 権利と倫理（柿沼）
① 著作権
② 責任
③ 倫理・⼈権

(e) ⼈的要素
翻訳コンピテンス
① EMT 2017
② PACTE

(f) 技術要素
MTの仕組み

① NMT、AI
② カスタムMT

MTユーザガイドライン（のガイドライン）
ガイドラインの内容
・導⼊と概要：⽬的の説明、概要、構成要素（細則）の概観、⽤語の定義と整理
a. 品質： 品質ガイドライン
b. プロセス：MTで失敗しないための翻訳プロセス→ISO17100とISO18587を参照した説明
c. 専⾨分野：分野による品質と最適化）
d. 権利と倫理：著作権、責任、倫理・⼈権
e. ⼈的要素：翻訳コンピテンス
f. 技術要素：MTの仕組みの話。
・ユースケース：具体例

ユースケース（パラメータ、使い⽅のコツ）
• 情報の収集（Assimilation）と情報の発信 (dissemination)
• 語学⼒（原⽂と訳⽂、⽅向性、組合せ）
• TPO 誰に発信する、いつ使う、どこで使う
• モーダル（書き⾔葉、話し⾔葉、）
• QCD

• MTをそのまま使う
• ⾔葉を加⼯して使う（プリ・ポストエディット、制限⾔語）
• カスタムMT
• ツールとの併⽤、⾃動化



b. プロセス



「翻訳」プロセスとは何か？

出典：https://shinsaweb.jsa.or.jp/MS/Service/ISO17100

https://shinsaweb.jsa.or.jp/MS/Service/ISO17100


原理（細則との対応）

(a)品質評価指標
① 翻訳品質ガイドライ

ン
② ISO品質評価指標

（ISO CD 5060）
③ MT+PE品質指標

（LPE or Full PE）

(c) 専⾨分野
テクストタイプ

①ISO分野区分

(b) プロセス国際標準
① ISO17100/18587
② その他のプロセス策定

(d) 権利と倫理（柿沼）
① 著作権
② 責任
③ 倫理・⼈権

(e) ⼈的要素
翻訳コンピテンス
① EMT 2017
② PACTE

(f) 技術要素
MTの仕組み

① NMT、AI
② カスタムMT

MTユーザガイドライン（のガイドライン）
ガイドラインの内容
・導⼊と概要：⽬的の説明、概要、構成要素（細則）の概観、⽤語の定義と整理
a. 品質： 品質ガイドライン
b. プロセス：MTで失敗しないための翻訳プロセス→ISO17100とISO18587を参照した説明
c. 専⾨分野：分野による品質と最適化）
d. 権利と倫理：著作権、責任、倫理・⼈権
e. ⼈的要素：翻訳コンピテンス
f. 技術要素：MTの仕組みの話。
・ユースケース：具体例

ユースケース（パラメータ、使い⽅のコツ）
• 情報の収集（Assimilation）と情報の発信 (dissemination)
• 語学⼒（原⽂と訳⽂、⽅向性、組合せ）
• TPO 誰に発信する、いつ使う、どこで使う
• モーダル（書き⾔葉、話し⾔葉、）
• QCD

• MTをそのまま使う
• ⾔葉を加⼯して使う（プリ・ポストエディット、制限⾔語）
• カスタムMT
• ツールとの併⽤、⾃動化



c. 専⾨分野



翻訳分野区分 https://shinsaweb.jsa.or.jp/_Files/MSCoverage/TSP.pdf



原理（細則との対応）

(a)品質評価指標
① 翻訳品質ガイドライ

ン
② ISO品質評価指標

（ISO CD 5060）
③ MT+PE品質指標

（LPE or Full PE）

(c) 専⾨分野
テクストタイプ

①ISO分野区分

(b) プロセス国際標準
① ISO17100/18587
② その他のプロセス策定

(d) 権利と倫理（柿沼）
① 著作権
② 責任
③ 倫理・⼈権

(e) ⼈的要素
翻訳コンピテンス
① EMT 2017
② PACTE

(f) 技術要素
MTの仕組み

① NMT、AI
② カスタムMT

MTユーザガイドライン（のガイドライン）
ガイドラインの内容
・導⼊と概要：⽬的の説明、概要、構成要素（細則）の概観、⽤語の定義と整理
a. 品質： 品質ガイドライン
b. プロセス：MTで失敗しないための翻訳プロセス→ISO17100とISO18587を参照した説明
c. 専⾨分野：分野による品質と最適化）
d. 権利と倫理：著作権、責任、倫理・⼈権
e. ⼈的要素：翻訳コンピテンス
f. 技術要素：MTの仕組みの話。
・ユースケース：具体例

ユースケース（パラメータ、使い⽅のコツ）
• 情報の収集（Assimilation）と情報の発信 (dissemination)
• 語学⼒（原⽂と訳⽂、⽅向性、組合せ）
• TPO 誰に発信する、いつ使う、どこで使う
• モーダル（書き⾔葉、話し⾔葉、）
• QCD

• MTをそのまま使う
• ⾔葉を加⼯して使う（プリ・ポストエディット、制限⾔語）
• カスタムMT
• ツールとの併⽤、⾃動化



d.権利と倫理

• 著作権
• 責任
• 倫理・⼈権



原理（細則との対応）

(a)品質評価指標
① 翻訳品質ガイドライ

ン
② ISO品質評価指標

（ISO CD 5060）
③ MT+PE品質指標

（LPE or Full PE）

(c) 専⾨分野
テクストタイプ

①ISO分野区分

(b) プロセス国際標準
① ISO17100/18587
② その他のプロセス策定

(d) 権利と倫理（柿沼）
① 著作権
② 責任
③ 倫理・⼈権

(e) ⼈的要素
翻訳コンピテンス
① EMT 2017
② PACTE

(f) 技術要素
MTの仕組み

① NMT、AI
② カスタムMT

MTユーザガイドライン（のガイドライン）
ガイドラインの内容
・導⼊と概要：⽬的の説明、概要、構成要素（細則）の概観、⽤語の定義と整理
a. 品質： 品質ガイドライン
b. プロセス：MTで失敗しないための翻訳プロセス→ISO17100とISO18587を参照した説明
c. 専⾨分野：分野による品質と最適化）
d. 権利と倫理：著作権、責任、倫理・⼈権
e. ⼈的要素：翻訳コンピテンス
f. 技術要素：MTの仕組みの話。
・ユースケース：具体例

ユースケース（パラメータ、使い⽅のコツ）
• 情報の収集（Assimilation）と情報の発信 (dissemination)
• 語学⼒（原⽂と訳⽂、⽅向性、組合せ）
• TPO 誰に発信する、いつ使う、どこで使う
• モーダル（書き⾔葉、話し⾔葉、）
• QCD

• MTをそのまま使う
• ⾔葉を加⼯して使う（プリ・ポストエディット、制限⾔語）
• カスタムMT
• ツールとの併⽤、⾃動化



e. ⼈的要素、⼈材育成教育



欧州共通翻訳修⼠（EMT）
• 欧州の⼤学（院）の翻訳⼤学院の標準

The main goal of EMT is fully in line with the EU priorities for 
higher education: improve the quality of translator training in 
order to enhance the labour market integration of young 
language professionals.

• 2009年から改定
• L2翻訳のへの対応（リンガフランカとしての英語）
• テクノロジー変化への対応（NMTの台頭）



原⽂理解

情報収集 専⾨分野の知識と⽂体

指⽰書、「普通」「規範」への準拠

原⽂の要約⼒



翻訳⼒

媒体・メディアの違いの理解

異⽂化理解



書く⼒

説明⼒・メタ⾔語

校正・修正⼒

QA、品質管理（ツール）

プリエディット＋MT

MT+ポストエディット



ITスキル

コーパス等の⾔語
分析ツール

⽂書の前処理

MTの影響度の把握

MTの評価と活⽤

TMS等の活⽤



時間・ストレス管理

納期・指⽰書

チームワーク

SNSの活⽤

作業環境管理

⾃⼰点検



業界動向の把握

営業

顧客要求の把握

顧客との交渉



予算・プロジェクト管理

翻訳サービスに適⽤可能な基準の理解

⾒積もり能⼒

倫理規定

プロジェクトの⾒直し



原理（細則との対応）

(a)品質評価指標
① 翻訳品質ガイドライ

ン
② ISO品質評価指標

（ISO CD 5060）
③ MT+PE品質指標

（LPE or Full PE）

(c) 専⾨分野
テクストタイプ

①ISO分野区分

(b) プロセス国際標準
① ISO17100/18587
② その他のプロセス策定

(d) 権利と倫理（柿沼）
① 著作権
② 責任
③ 倫理・⼈権

(e) ⼈的要素
翻訳コンピテンス
① EMT 2017
② PACTE

(f) 技術要素
MTの仕組み

① NMT、AI
② カスタムMT

MTユーザガイドライン（のガイドライン）
ガイドラインの内容
・導⼊と概要：⽬的の説明、概要、構成要素（細則）の概観、⽤語の定義と整理
a. 品質： 品質ガイドライン
b. プロセス：MTで失敗しないための翻訳プロセス→ISO17100とISO18587を参照した説明
c. 専⾨分野：分野による品質と最適化）
d. 権利と倫理：著作権、責任、倫理・⼈権
e. ⼈的要素：翻訳コンピテンス
f. 技術要素：MTの仕組みの話。
・ユースケース：具体例

パラメータ（ユースケース、使い⽅のコツ）
• 情報の収集（Assimilation）と情報の発信 (dissemination)
• 語学⼒（原⽂と訳⽂、⽅向性、組合せ）
• TPO 誰に発信する、いつ使う、どこで使う
• モーダル（書き⾔葉、話し⾔葉、）
• QCD

• MTをそのまま使う
• ⾔葉を加⼯して使う（プリ・ポストエディット、制限⾔語）
• カスタムMT
• ツールとの併⽤、⾃動化



f. 技術要素



f. 技術要素
• MTの仕組み
•ニューラル学習
• カスタムMT（ドメインアダプテーション）
• 関連NLP技術



パラメータ
（ユースケース、使い⽅のコツ）



原理（細則との対応）

(a)品質評価指標
① 翻訳品質ガイドライ

ン
② ISO品質評価指標

（ISO CD 5060）
③ MT+PE品質指標

（LPE or Full PE）

(c) 専⾨分野
テクストタイプ

①ISO分野区分

(b) プロセス国際標準
① ISO17100/18587
② その他のプロセス策定

(d) 権利と倫理（柿沼）
① 著作権
② 責任
③ 倫理・⼈権

(e) ⼈的要素
翻訳コンピテンス
① EMT 2017
② PACTE

(f) 技術要素
MTの仕組み

① NMT、AI
② カスタムMT

MTユーザガイドライン（のガイドライン）
ガイドラインの内容
・導⼊と概要：⽬的の説明、概要、構成要素（細則）の概観、⽤語の定義と整理
a. 品質： 品質ガイドライン
b. プロセス：MTで失敗しないための翻訳プロセス→ISO17100とISO18587を参照した説明
c. 専⾨分野：分野による品質と最適化）
d. 権利と倫理：著作権、責任、倫理・⼈権
e. ⼈的要素：翻訳コンピテンス
f. 技術要素：MTの仕組みの話。
・ユースケース：具体例

パラメータ（ユースケース、使い⽅のコツ）
• 情報の収集（Assimilation）と情報の発信 (dissemination)
• 語学⼒（原⽂と訳⽂、⽅向性、組合せ）
• TPO 誰に発信する、いつ使う、どこで使う
• モーダル（書き⾔葉、話し⾔葉、）
• QCD

• MTをそのまま使う
• ⾔葉を加⼯して使う（プリ・ポストエディット、制限⾔語）
• カスタムMT
• ツールとの併⽤、⾃動化



今後の予定
2022年
１⽉ー２⽉：ガイドラインの執筆、確認
３⽉：修正、推敲
３⽉末：⽇本語版FIX
4⽉：英訳
５⽉：出版準備
６⽉：リリース


